


議事 の経 過       

発 言 者 議 題 ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項                   

 

 

事務局 

 

事務局 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

今村委員長 

 

新木委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

新木委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

武藤委員 

 

 

事務局 

 

 

 

新木委員 

 

 

事務局 

 

 

 

令和６年度第１回上尾市介護保険事業計画等推進委員会 

 

１．委員長、副委員長選任 

 

２．開会 

  ・出席者報告 出席者 13 名。委員の過半数が出席しているため会議成立してい

ることを報告。 

  ・配布資料確認 

  ・委員長 あいさつ 

 

３．議事 

傍聴人確認 （傍聴人 ０人） 

 

（１）高齢者施策及び上尾市高齢者福祉計画・介護保険事業計画について 

（２）上尾市介護保険事業計画等推進委員会の予定について 

「高齢者施策及び上尾市高齢者福祉計画・介護保険事業計画」（資料１）、「上尾

市介護保険事業計画等推進委員会の予定について」（資料２）に基づき説明。 

 

今の説明に対し質疑、意見はあるか。 

 

   今後、介護人材不足が深刻化する中で、第９期計画の基本目標７の介護入門的

研修修了者数の目標値が「維持」となっている理由は何か。 

 

   本事業は、県の補助金の範囲で行っており、上乗せによる事業拡大の方向性が

現時点でないため、「維持」としている。しかし、介護人材の確保・定着は重点施

策としていることから、入門的研修以外にも確保等につながるような事業展開を

検討する。 

 

   意見として申し上げたい。 

   市が行っている外国人介護人材を雇用した際の生活必需品の購入補助を利用し

２名雇用したが、この他にも、月額２～３万円を負担して、事前ガイダンスの実

施や日本語学習機会の提供などの義務的支援を実施する必要がある。介護人材確

保施策を進めるのであれば、介護事業所はこのような負担を負っていることを認

識していただきたい。 

 

   ご意見を踏まえ、介護人材確保施策を検討する。 

 

   説明の中で、介護保険料額が県内６１保険者の中で９番目とのことだったが、

その主な要因を教えてほしい。 

 

   明確に一言で表せないが、後期高齢者数の多寡が一因であると考えている。ま

た、介護給付の特徴も影響していると考えているため、この点は分析を重ね、介

護給付費の適正化を引き続き進めていきたい。 

 

算出が可能であれば、介護が必要な高齢者数の推計、またそれに伴う介護人材の

必要人数の推計をご検討いただきたい。 

 

ご指摘のとおり、計画策定において重要な推計事項であると捉えているため、次

期計画では掲載可否を検討していきたい。 
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他に質疑、意見はないか。 

では次に（３）施設整備について、事務局から説明をお願いする。 

 

（３）施設整備について 
「施設整備について」（資料３）に基づき説明。 

 

今の説明に対し質疑、意見はないか。 

 

  特になし 

 

  以上により、議事を終了する。 

 

４．その他 

  次回の委員会は来年１～２月頃を予定している。 

  日程等決定次第、改めて連絡する。 

 

５．閉会 

  ・副委員長 あいさつ 

 

以上 
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